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『
頓
医
抄
』
五
十
巻
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
～
南
北
朝
時
代
初
期

（
一
二
六
五
～
一
三
三
七
）
の
僧
医
・
梶
原
性
全
が
編
纂
し
た
日
本
中

世
に
お
け
る
大
型
の
医
学
全
書
で
あ
る
。
成
害
年
は
正
安
四
～
嘉

元
二
年
二
三
○
二
～
○
四
）
で
、
疾
病
分
類
は
「
諸
病
源
候
論
」

に
拠
る
も
、
処
方
は
『
太
平
聖
恵
方
』
を
主
要
な
引
用
害
と
し
て

い
る
。
こ
の
時
期
、
医
療
の
担
い
手
が
公
卿
か
ら
僧
あ
る
い
は
民

間
に
移
行
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
般
に
普
及
す
る
た
め
和
文
で

書
か
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
の
医
書
で

は
節
略
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
脈
論
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お

り
、
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
時
期
の
脈
診
に
関
す
る
資
料
は
、
本

書
の
ほ
か
、
性
全
第
二
の
医
学
全
書
『
万
安
方
』
（
一
三
一
三
～
二

七
）
や
、
惟
宗
具
俊
の
医
学
随
筆
『
医
談
抄
』
（
成
書
年
未
詳
）
、
惟

宗
時
俊
の
「
医
家
千
字
文
註
」
二
二
九
三
）
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
脈
法
の
実
情
を
知
る
う

68

「
頓
医
抄
」
に
お
け
る
脈
法吉

岡
広
記

え
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
が
、
い
ま
だ
詳
論
し
た
も
の
を
見
な
い
。

よ
っ
て
、
当
時
の
脈
法
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
『
頓
医
抄
』

に
お
け
る
脈
法
を
検
討
す
る
。

「
頓
医
抄
」
に
お
け
る
ま
と
ま
っ
た
脈
法
の
記
載
は
、
巻
四
十

一
の
察
脈
全
要
・
諸
病
死
生
脈
の
二
篇
に
見
ら
れ
、
更
に
前
者
を

十
項
目
（
項
目
前
に
序
論
あ
り
実
質
十
一
項
目
）
に
、
後
者
を
二
十
九

項
目
に
分
け
て
い
る
。
全
四
十
項
目
（
序
論
を
含
む
）
を
通
覧
す
る

と
、
引
用
書
は
『
察
病
指
南
』
、
「
三
因
極
一
病
証
方
論
」
（
以
下

『
三
因
方
」
と
略
す
）
、
「
太
平
聖
恵
方
』
、
『
脈
経
』
（
宋
版
）
の
新
渡

来
の
宋
代
医
書
四
書
目
で
あ
り
、
『
察
病
指
南
』
が
二
十
五
項
目
、

『
太
平
聖
恵
方
」
が
六
項
目
、
「
三
因
方
」
が
五
項
目
、
「
脈
経
」
が

四
項
目
確
認
さ
れ
た
舎
脈
経
」
が
引
用
さ
れ
る
項
目
は
『
太
平
聖
恵

方
」
と
同
様
で
あ
り
、
な
お
か
つ
同
文
で
あ
る
の
で
、
い
ず
れ
か
ら
の
引

用
か
は
断
定
で
き
な
い
。
た
だ
引
用
回
数
の
差
か
ら
考
え
れ
ば
「
脈
経
」

は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
）
。
ま
た
、
筆
者
の
調
査
で
引

用
不
明
項
目
が
七
項
目
あ
っ
た
。
前
記
の
通
り
本
文
は
和
文
で
あ

り
、
そ
の
記
述
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
い
く
と
、
渡
来
医
書
の
引
用
に

際
し
て
は
、
表
現
の
改
変
や
内
容
の
添
削
に
よ
り
、
一
層
理
解
し

や
す
い
文
章
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
引
用
不
明
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項
目
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
性
全
が
渡
来
医
書
を
自
分
な

り
に
咀
噛
し
、
独
自
の
脈
学
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
が
示

唆
さ
れ
る
。

次
に
具
体
的
な
脈
法
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
引
用
の
約
六

割
を
占
め
る
「
察
病
指
南
」
は
、
脈
状
分
類
を
七
表
八
裏
九
道
脈
、

主
な
脈
診
法
を
左
右
寸
関
尺
診
（
寸
関
尺
診
、
寸
口
診
も
あ
る
）
に

お
く
脈
書
で
あ
る
。
当
然
、
「
頓
医
抄
」
に
お
い
て
も
同
様
の
脈
状

分
類
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
脈
診
法
は
寸
口
診
で
あ
り
、
左
右
寸

関
尺
診
は
排
除
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
明
確
な
理
由
は
不
明
で
あ
る

が
、
お
そ
ら
く
は
引
用
し
た
他
の
二
書
（
『
脈
経
」
を
除
く
）
の
脈
法

に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。
七
表
八
裏
九
道
脈
は
、
宋
代
に
お
け

る
主
要
な
脈
状
分
類
で
あ
り
、
「
太
平
聖
恵
方
」
、
『
三
因
方
」
も
同

様
で
あ
る
。
し
か
し
、
脈
診
法
は
「
太
平
聖
恵
方
」
が
寸
関
尺
診
、

寸
口
診
、
「
三
因
方
』
が
寸
関
尺
診
、
寸
口
診
、
人
迎
気
口
診
と
い

う
立
場
を
取
っ
て
お
り
、
言
い
換
え
れ
ば
、
多
く
の
記
述
が
寸
口

診
、
寸
関
尺
診
に
関
す
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事

情
か
ら
、
『
察
病
指
南
』
に
お
け
る
左
右
寸
関
尺
診
に
関
す
る
記
述

を
削
除
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
「
頓
医

抄
』
に
お
け
る
脈
法
は
、
『
察
病
指
南
」
に
拠
っ
て
い
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
引
用
書
が
宋
刊
本
で
あ
る

と
い
う
事
実
は
、
医
学
典
範
が
唐
紗
巻
子
本
か
ら
宋
刊
本
に
移
行

し
て
い
た
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

以
上
を
総
括
す
る
と
、
「
頓
医
抄
」
に
お
け
る
脈
法
は
、
脈
診
法

は
寸
口
診
、
脈
状
分
類
は
七
表
八
裏
九
道
脈
と
い
う
立
場
を
と
り
、

「
察
病
指
南
」
を
中
心
に
記
述
の
八
割
以
上
を
宋
代
医
書
の
引
用

に
拠
っ
て
い
る
。
一
部
に
性
全
独
自
の
見
解
が
見
ら
れ
る
に
せ
よ
、

未
だ
宋
代
脈
法
の
模
倣
的
段
階
に
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
日
本
鍼
灸
研
究
会
）


